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死刑基準論◎死刑判決に対する被告人による上訴取下げの問題点……横井貞夫……37-63

【ケース報告】北海道広尾町幼児殺傷事件 —— 札幌高裁判決 2003 年９月３日……三木 明……37-69

【ケース報告】名古屋市大高緑地アベック殺人事件 —— 名古屋高裁判決 1996 年 12 月 16 日

……内河惠一 + 雑賀正浩……37-73

【ケース報告】大阪府枚方市放火殺人事件 —— 大阪高裁判決 2001 年１月 19 日……大江洋一……37-78

【ケース報告】北九州市小倉妻子殺人事件 —— 福岡高裁判決 1997 年 12 月４日……一瀬悦朗……37-83

【ケース報告】福山市独居老人殺人事件（西山事件） —— 最高裁判決 1999 年 12 月 10 日……石口俊一……37-87

【インタビュー】犯罪被害者と死刑◎原田正治さん（犯罪被害者遺族）に聞く

—— 死刑執行によって断ち切られた癒しのプロセス……坂上 香（聞き手）……37-92

犯罪被害者と死刑◎遺族感情と死刑 —— アメリカから……布施勇如……37-96

【資料】死刑制度問題に関する提言（要旨）……37-101

【資料】重無期刑の創設及び死刑制度調査会の設置等に関する法律案……37-102

【資料】重無期刑の創設及び死刑制度調査会の設置等に関する法律案新旧対照表……37-107

■あなたは黙秘を勧めますか？　38 号（2004 年 4 月発行）

黙秘権を勧めることは「不適切」弁護か？……村岡啓一……38-20

黙秘権等行使の戦略と戦術 —— 黙秘権行使の８原則……森下 弘……38-24

ミランダの会が考える黙秘……村木一郎……38-30

捜査における黙秘権行使 —— 総合考慮説による個別的・段階的行使論……佐藤博史……38-34

【ケース報告】黙秘を貫いた弁護方針とその実践 —— 和歌山カレー事件……小林つとむ……38-40

【ケース報告】語られなければ真実にたどり着けないこともある —— 城丸君事件……笹森 学……38-44

こんなときどうする？   ケースで考える黙秘権◎余罪と黙秘権……児玉晃一……38-39

こんなときどうする？   ケースで考える黙秘権◎黙秘権行使と主観的要件……関 聡介……38-49

私の「黙秘権」の教え方……水谷規男……38-50

アメリカにおける市民への「黙秘権」教育 —— アメリカ法関連教育プロジェクトを手がかりにして……橋本康弘……

38-54

イングランド＝ウェールズにおける黙秘からの不利益推認 —— 判例の進展に伴って問題性は薄れたのか

……三島 聡……38-58

黙秘権について —— 歴史的意義と現代的意義……高田昭正……38-64

■刑事弁護の中の取引　39 号（2004 年 7 月発行）

現実からの出発……後藤 昭……39-20

【座談会】刑事弁護に「取引」はあるか……船木誠一郎 + 村岡啓一 + 森下 弘 + 若松芳也 + 後藤 昭……39-22

アメリカと日本の司法取引の比較……デイヴィッド =T= ジョンソン……39-36

刑事弁護の中の取引経験１◎制度設計には実態解明が不可欠……五十嵐二葉……39-41

刑事弁護の中の取引経験２◎悩める司法「取引 ｣……森下 弘……39-46

刑事司法取引と弁護人の任務……小坂井 久……39-52

日本的司法取引の条件……高野 隆……39-58

取引論の落とし穴……福島 至……39-67

取引は避けられるか？……田口守一……39-73

■刑事司法改革とこれからの刑事弁護 —— 創刊 10 周年記念特集　40 号（2004 年 10 月発行）
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本誌創刊 10 年と本特集の趣旨……大出良知……40-34

【座談会】法曹三者が語る、被疑者国選弁護制度への期待

……今崎幸彦 + 黒川弘務 + 岡 慎一 + 大出良知（司会）……40-36

【インタビュー】寺井一弘弁護士に聞く◎被疑者国選弁護の実現と刑事司法改革のこれから

 ……大出良知（聞き手）……40-48

【座談会】被疑者刑事弁護の進展は刑事手続に何をもたらしたのか —— 編集に携わってきた立場からこの 10 年を総括

する

……上田國廣 + 神山啓史 + 川崎英明 + 後藤 昭 + 白取祐司 + 高田昭正 + 森下 弘 + 村岡啓一 + 大出良知（司

会）……40-57

【意見集】刑事司法改革とこれからの刑事弁護◎真の当事者に進化しようとする刑事弁護士への期待……安原 浩……

40-72

【意見集】刑事司法改革とこれからの刑事弁護◎刑事司法改革とこれからの「国選弁護」……浦 功……40-74

【意見集】刑事司法改革とこれからの刑事弁護◎司法改革の「教訓」……小田中聰樹……40-76

刑事司法改革と刑事弁護実務◎捜査の可視化への展望……小野正典……40-78

刑事司法改革と刑事弁護実務◎証拠開示・公判前整理手続の実務的課題……美奈川成章……40-83

刑事司法改革と刑事弁護実務◎公的弁護制度の実務的課題……櫻井光政……40-92

刑事司法改革と刑事弁護実務◎裁判員制度の実務的課題……西村 健……40-99

特 別 企 画

■ 21 世紀の刑事弁護と刑事司法改革
【座談会】刑事弁護はどこまで到達したか —— 刑事弁護の実践と理論を検証する

……竹澤哲夫 + 大川真郎 + 丹治初彦 + 小田中聡樹 + 三井 誠 + 村井敏邦 + 大出良知……1-33

【対談】捜査妨害か正当な弁護活動か —— ミランダの会の弁護活動と捜査……藤永幸治 + 高野 隆 + 飯室勝彦……

3-16

【対談】日本の刑事司法 —— ここは変えようここは守ろう……高野 隆 + デビッド = ジョンソン + 宮澤節生……

29-94

激論･司法改革は刑事弁護の危機を招くのか？ —— 京都・当番弁護士を支える市民の会３周年記念シンポジウムより

……大出良知 + 小田中聰樹 + 村井敏邦……30-14

「本庄事件」の集中審理 —— 弁護人の経験と意見……高野 隆……36-195

■刑事再審の現在 —— 事件篇
なぜ、いま再審なのか……高田昭正……8-62

再審と証拠構造分析 その実践的意義 —— 榎井村事件と山本老事件を素材として……佐藤博史……8-64

名張事件の到達点……宮原哲朗……8-71

尾田事件の現段階……古賀康紀……8-80

日産サニー事件の現段階……増田隆男……8-85

日弁連支援の再審事件経過一覧……8-91

■刑事再審の現在 —— 理論篇
再審請求事件の展望……川崎英明……9-134

白鳥決定と総合評価の判断構造……高田昭正……9-139

再審請求手続の構造からみた明白性判断……加藤克佳……9-150

■刑事弁護から見た刑事訴訟法 50 年
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【基調報告】刑事弁護の活性化に向けた弁護士の取組みとその到達点

……上田國廣 + 大出良知 + 春日 勉 + 船木誠一郎 + 美奈川成章……20-187

【ディスカッション】刑事弁護から見た刑事手続 50 年

……竹澤哲夫 + 石川元也 + 青木正芳 + 立木豊地 + 石松竹雄 + 田賀秀一 + 美奈川成章 + 高原將光 + 大出

良知

+ 上田國廣……20-193

■被疑者弁護のこれから
【座談会】刑事弁護センター 10 年の歩みと刑事弁護の展開

……浦 功 + 竹之内 明 + 丸島俊介 + 田口守一 + 川崎英明 + 大出良知……21-12

当番弁護士によって被疑者弁護はどう変わったか……大出良知……21-31

当番弁護士インタビュー調査◎弁護士 100 人に聞きました 当番弁護士の実情と本音……大久保 哲……21-36

当番弁護士と捜査……高井康行……21-44

「刑事弁護のあり方」をめぐる議論の到達点と課題……岡 慎一……21-48

被疑者国公選弁護制度の理念をどう実現するか……高田昭正……21-55

弁護士過疎対策はどうすべきか —— 日本型公設事務所の試み……牟田哲朗……21-61

【当番弁護士レポート】覚せい剤取締法違反被疑事件◎身柄拘束手続の違法性を争う……磯田丈弘……21-67

【当番弁護士レポート】窃盗被疑事件・法律扶助◎代打要請……平嶋育造……21-70

【当番弁護士レポート】窃盗および傷害被疑事件◎痛切な反省点……板野次郎……21-72

【当番弁護士レポート】殺人未遂等被疑事件・弁護士会出動要請◎本人の意思を確かめる……吉田奈津子……21-74

【当番弁護士レポート】入管法違反被疑事件ほか◎外国人特有の問題に対処する……関 聡介……21-78

■犯罪被害者と刑事手続
被害者問題と刑事手続……斉藤豊治……22-90

法制審刑事法部会での議論状況について……上田國廣……22-99

被害者の記憶と証言をめぐって —— 想起の心理学から……松島恵介……22-106

国際人権法から見た被害者問題……山口直也……22-110

各国の刑事手続と被害者◎イギリスの場合……岡田悦典……22-115

各国の刑事手続と被害者◎ドイツの場合……加藤克佳……22-119

各国の刑事手続と被害者◎アメリカの場合……中島 宏……22-124

【資料】刑事手続における犯罪被害者保護のための法整備に関する要綱骨子……22-128

【資料】犯罪被害者等の保護を図るための刑事手続に付随する措置に関する法律案……22-130

【資料】刑事訴訟法及び検察審査会法の一部を改正する法律案……22-131

■ポリグラフ検査強要 —— ビデオが語る警察取調べの実態
警察はそこまでやるか —— ポリグラフ検査強要事件……室木徹亮……23-100

ポリグラフ検査と被疑者の自己決定権……高田昭正……23-102

ポリグラフ検査ビデオ再現（1999 年４月 29 日、津警察署にて）……23-106

■保釈の実状と闘い方 —— 理論編
保釈の憲法論と罪証隠滅……川崎英明……24-64

国際人権法の利用の仕方……村岡啓一……24-69

イングランド・ウェールズの保釈制度……三島 聡……24-72

ドイツ法における保釈……田淵浩二……24-77

フランス法における未決拘禁と保釈……水谷規男……24-81
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保釈をめぐる裁判所の対応姿勢と弁護……大出良知……24-85

■審議会『中間報告』をどうみるか
公的弁護……小山雅亀……25-83

証拠開示……高田昭正……25-87

捜査の可視化……小坂井 久……25-91

身体拘束……竹之内 明……25-95

【資料】国民の期待に応える刑事司法の在り方（司法制度改革審議会中間報告抜粋）……25-99

■痴漢えん罪事件と刑事司法の病理
序文……美奈川成章……26-131

【事件報告】弁護団の工夫……小口千恵子……26-132

【事件報告】当事者の失ったものと弁護人の苦悩……菅沼 真……26-135

【事件報告】曖昧な被害者供述のみによる犯人特定……高井佳江子……26-140

【事件報告】裁判は公平か……長崎 満……26-144

【パネル・ディスカッション】日本の裁判官・検察官の存在意義を問う

……後藤 昭 + 生駒 厳 + 小口千恵子 + 升味佐江子 + 当事者２名……26-148

■新人弁護士を育てる —— 各弁護士会による新人研修
刑事弁護研修制度……上田國廣……27-90

札幌弁護士会……伊藤誠一……27-91

東京弁護士会……國部 徹……27-92

横浜弁護士会……金子正和……27-94

名古屋弁護士会……柘植直也……27-96

金沢弁護士会……奥村 回……27-97

大阪弁護士会……小橋るり……27-98

■法科大学院での刑事法・刑事弁護教育を考える
法科大学院における刑事弁護教育 —— 文科省研究会カリキュラム案をめぐって……古口 章……28-70

法科大学院と刑事法教育 —— 文科省研究会案批判（研究者の立場から）……白取祐司……28-74

法科大学院における法学教育 —— とくに刑事訴訟法教育の方法について……高田昭正……28-78

■刑事弁護とマスコミ報道
事件報道の現状と刑事弁護の課題……大出良知……31-92

【座談会】マスコミの倫理と論理 VS 刑事弁護の倫理と論理

……安倍英男 + 傍示文昭 + 木村哲也 + 弘中惇一郎 + 大出良知……31-96

【インタビュー】阿部泰雄弁護士に聞く◎仙台筋弛緩剤混入事件 メディアにどう対応したか……31-109

バタフライナイフによる強盗殺人未遂事件……山下幸夫……31-115

公判終了後に毎回「記者レク」 —— 富山・長野連続誘拐事件から学んだこと……斉藤 寿……31-119

事件報道と刑事裁判……渕野貴生……31-123

【コラム】電話取材とコメント……31-125

弁護人のメディアへの意見表明はどうあるべきか —— 米国カリフォルニア州の場合

……ウィリアム =B= クリアリー……31-128

【コラム】「誤報」にどう対応するか……31-126

■接見禁止と弁護活動の自由
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接見等禁止と「防御の自由」……渡辺 修……31-132

【シンポ】接見禁止と弁護活動を考える本庄保険金殺人事件 —— 弁護活動に対する懲戒請求事件

……高野 隆 + 村木一郎 + 池本誠司 + 萩原 猛 + 村岡啓一 + 若松芳也 + 斎藤利幸 + 小坂井 久 + 岡村茂樹

+ 渡辺 修

……31-138

■「取調べ可視化」実現へのプロローグ
現実的な立法課題となった「取調べの可視化」……小坂井 久……39-80

実践の中で取調べの可視化を —— 被疑者ノートの試み……秋田真志 + 小林功武……39-82

海外の可視化状況と日本◎台湾における可視化の実情……財前昌和……39-87

海外の可視化状況と日本◎韓国視察から学ぶべきこと……山下幸夫……39-93

海外の可視化状況と日本◎弁護士が見た韓国における捜査の可視化 —— 最近の状況と論議の内容……朴 燦運……

39-98

被疑者取調べの録画 —— 「可視化」原理と「包括的防御権」……渡辺 修……39-105

論 文

■巻頭論文
21 世紀にふさわしく、世界に誇れる刑事司法を……土屋公献……1-12

日本の刑事裁判と刑事弁護の課題……木上勝征……1-14

刑事弁護の発展のために……佐伯千仭……1-18

被疑者の弁護人は何をするのか —— 被疑者国選弁護制度の早急な実現のために……平野龍一……1-22

苦中に活を求める……大石隆久……2-12

刑事訴訟法学と現実の刑事手続……平場安治……3-12

陪審問題提起の仕方について……佐伯千仭……4-12

被疑者取調べは、何のためになされるべきか —— 発想の転換の必要……井戸田 侃……4-18

刑事司法改革の新たな前進のために……大川真郎……5-12

このごろ思うこと……後藤昌次郎……6-12

控訴審弁護の活性化のために……石松竹雄……7-12

「通信傍受」立法の問題点……久岡康成……9-10

ニューヨーク市における貧困者の刑事弁護……庭山英雄……10-10

苦悩の刑事弁護と混迷の判例……若松芳也……14-10

盗聴法案と令状実務 —— 裁判官の市民的自由との関連において……村井敏邦……15-10

少年審判への検察官関与論批判……小田中聰樹……16-10

カール = ペータース教授と刑事弁護……クラウス = バッサーブルク（訳◎高田昭正）……17-10

問われる接見「指定」制度 —— 安藤・斎藤国賠最高裁大法廷回付に寄せて……白取祐司……18-10

国費による被疑者弁護制度実現への道程……浦 功……19-10

接見交通権に関する最高裁大法廷判決を読んで……福井 厚……20-10

草加事件によせて……守屋克彦……22-10

少年法改正問題の過去と現在……澤登俊雄……23-10

組織的犯罪対策関連３法と警察、捜査……岩村智文……24-10

少年法の「厳罰化」潮流に抗して —— 少年法「改正」法成立と今後の課題……斎藤義房……25-10

裁判員制度は日本の刑事司法を変えうるか……安原 浩……26-10

横浜事件再審の新たな展開 —— 治安維持法失効時の司法的確定に向けて……竹澤哲夫……27-10

刑事司法改革の行方 —— 20 世紀の負の遺産を払拭することができるか……大出良知……28-10

国費による被疑者弁護制度の構想と実現への道……上田國廣……29-8



論文

「山形明倫中事件」が問いかけるもの……守屋克彦……31-8

改革の名に値する刑事手続のための最低限の改革点……五十嵐二葉……32-8

「裁判員制度」の制度設計はいかになされるべきか —— 裁判官と市民の実質的協働を目指して……森野俊彦……

33-8

白鳥・財田川決定の再生の道 —— 狭山再審異議申立棄却を批判する……川崎英明……34-9

飾り物だけの国民参加にならないために —— 裁判員制度設計上の最低条件……石松竹雄……35-6

名古屋刑務所事件と行刑改革のゆくえ……村井敏邦……36-8

裁判員制度をめぐる議論と立法化のゆくえ —— 検討会座長試案の検討……西村 健……37-8

公的弁護制度 —— 到達点と課題……佐藤太郎……38-8

新しい刑事司法と刑事弁護士 —— 裁判員法等の成立を機に……四宮 啓……39-8

いかにして「理想の裁判」を実現するか —— 21 世紀の司法を支える皆さんへのメッセージ……木谷 明……40-8

■単発論文
刑事弁護の充実・強化のために —— 「季刊・刑事弁護」創刊の背景と意義……本誌編集委員会……1-26

当番弁護士制度の創設と新たな課題 —— 刑事裁判活性化に向けての日弁連の活動……寺井一弘……1-50

最新判決批評◎嘱託証人尋問調書の証拠能力 —— ロッキード事件最高裁判決の検討……上口 裕……4-24

オウム関連事件と刑事手続 —— 問われているものは何か……大出良知……5-16

調布駅南口事件の現状と展望……荒木伸怡……5-21

誤判研究と白鳥決定 20 年……能勢弘之……6-16

自動車の走行速度の鑑定に関する考察（上）……高山俊吉……6-141

自動車の走行速度の鑑定に関する考察（下）……高山俊吉……7-155

日弁連「被疑者国公選弁護制度の実現に向けての提案」をどうみるか

—— 死刑事件への被疑者弁護の早期実現の手がかり……渥美東洋……10-17

名張毒ぶどう酒事件第５次再審請求◎十分に証拠を検討していない最高裁棄却決定……神山啓史……10-26

未完の司法省被疑者国選弁護構想……新部正樹……11-18

イングランドとウエールズにおける警察の録音と警察著における弁護人の役割

……ジョン = ボールドウィン（訳◎四宮 啓）……12-42

調布駅南口事件◎最高裁判決をどう読むか……荒木伸怡……13-10

刑の量定における余罪の斟酌……渡邊正則……13-124

「無人速度違反取締り」の背理性……太田久雄 + 半沢英一 + 山上博信……14-147

刑事事件の DNA 鑑定に関するオランダの法令について —— DNA 鑑定の信頼性の確保と人権への対処 

……黒須三恵 + 長谷場 健 + 大野曜吉 + 田淵浩二……14-169

甲山事件と「控訴権消滅論」……渡辺 修……17-15

ミランダの会第２回シンポジウム記念講演◎刑事弁護士の社会的責務……ローク = リード（訳◎高野 隆）……17-106

令状実務の実態とその批判 —— 逮捕・勾留を中心に……寺西和史……17-109

袴田事件はどのように報道されたか —— 犯罪報道と冤罪……福地明人……17-119

弁護士の法的助言と刑事責任 —— 安田事件の提起した問題……村岡啓一……18-14

少年法改正法案についての意見 —— 今どのような点を検討しなければならないか……少年法研究者有志……19-131

再審の真の理念としての「法的安定性」の理念を再検討する —— カール = ペータース教授追悼……能勢弘之……

20-19

アレインメント制度の導入について……五十嵐二葉……20-22

安田弁護士事件の法的論点 —— 強制執行妨害罪と賃料債権……成田 茂……20-29

公正な裁判を受ける権利……熊野勝之……20-39

東電 OL 殺人事件無罪判決と勾留問題……川崎英明……23-15

再審請求審における総合評価の意味 —— 尾田事件再審特別抗告審決定の批判的検討……松宮孝明……23-20

盗聴法に係る最高裁規則の制定に思う……岩村智文……23-165
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手続二分論の導入を提言する —— 適正な刑事手続の実現のために……黒田一弘……25-60

少年冤罪草加事件◎最高裁の差戻し判決の意義を再考する —— 椎橋論文の問題指摘に答えて……清水 洋……26-98

ビデオリンク方式の実務はこうなる！ —— 最高裁刑事局説明より……神 洋明……26-102

日本の司法に未来はあるか —— 日本の司法を検証する……石松竹雄……27-15

裁判員制度シミュレーションの試み —— 直接主義・口頭主義の実質化へ向けて……東京弁護士会法友全期会……

28-104

痴漢裁判で「一人の被害者の供述」のみで有罪とすることはできない —— 長崎事件上告趣意書提出に際して

……佐藤善博……28-121

PTSD と刑事訴追……岡田久美子……28-127

調布駅南口事件刑事補償請求逆転勝訴の意義……山下幸夫……29-20

「心神喪失者等に対する新処遇法案」は刑事司法の危機を招く —— 法案と精神医療の問題点……伊賀興一……30-8

児童ポルノの罪の訴訟法的検討と弁護のヒント……奥村 徹……30-76

アパリによる「保釈中の刑事被告人に対する薬物研修プログラム」……尾田真言……30-83

「ビデオ裁判」への危惧は払拭されたか？ —— 和歌山毒カレー事件 TV ビデオ証拠採用……白取祐司……31-14

痴漢被害体験者アンケートが語る冤罪の構造……小口千惠子 + 浜田 薫……31-85

記録を見ない裁判官たち……小川秀世 + 田中 薫……32-16

裁判員の数は多く、裁判官は少なく —— 裁判員制度導入について考えていること……ロバート = ブルーム……33-14

越境性を要件としない共謀罪立法は国際的合意に基づいているか —— 越境組織犯罪条約 34 条２の解釈をめぐって

……藤井 剛……33-18

犯罪の証明なしとする第一審無罪判決と再勾留 —— 穂高傷害致死事件被告人の再勾留問題から考える

……豊崎七絵……34-14

取調べ「不可視化」論の現在 —— 取調べ録音・録画制度導入反対論批判……小坂井 久……35-12

望ましい裁判員制度とは？ —— 法曹と市民への調査結果から……藤田政博……35-17

最高裁が示した「推知性」のダブルスタンダード —— 少年法 61 条の解釈をめぐって……山下幸夫……35-24

好景気下の福祉重視から不況下の厳罰主義へ —— 『平成 14 年版犯罪白書』を読む……石塚伸一……35-28

併合罪規定の解釈と量刑理論 —— 新潟女性監禁事件最高裁判決の検討……城下裕二……36-12

法と心理学の接点としての富山事件……小原 健……36-17

取調べ可視化実現に向けての動きと基本的考え方……小坂井 久……38-14

犯罪被害者と死刑……大河内秀明……40-23

座 談 会

刑事弁護修習はいかに行われているか

……五十嵐裕美 + 大木和弘 + 神田雅道 + 菊地 宏 + 金 竜介 + 神山啓史 + 白取祐司……1-139

交通法科学研究会発足記念◎非科学的な日本の裁判制度……近藤 朗 + 堀野定雄 + 櫻井光政 + 寺町東子……9-156

ミランダの会シンポジウム◎討論・ミランダ判決を語ろう……渥美東洋 + 高野 隆 + 飯室勝彦……13-112

大阪弁護士会無罪事例集完成記念座談会◎無罪事例に学ぶ刑事弁護のあり方

……山口健一 + 池田裕彦 + 井上洋子 + 黒田一弘 + 澤 由美 + 杉本吉史 +A 見秀一 + 竹森茂夫 + 巽 昌章 +

法常 格

+ 橋口 玲 + 村中 徹 + 横山耕平 + 渡辺 修……14-118

刑事弁護修習はいかに行われているか（50 期）

……大出良知 + 五十嵐裕美 + 伊藤方一 + 猪野 亨 + 太田健義 + 陶山嘉代 + 内藤真理子 + 松山 馨……

15-72

刑事弁護修習はいかに行われているか（51 期）



論文／座談会／インタビュー

……大出良知 + 神山啓史 + 大橋恭子 + 小倉正人 + 小山優子 + 坂口唯彦 + 鮫島正洋 + 黒木聖士 + 高森裕

司

+ 中川美香……19-160

『接見・勾留・保釈・鑑定留置裁判例 33 選』発刊記念座談会◎準抗告は夏の雑草のごとく。美しき花の咲くときもあり。

……黒田一弘 + 井上洋子 + 杉本吉史 + 巽 昌章 + 橋口 玲 + 山口健一 + 高田昭正……20-132

刑事弁護修習はいかに行われているか（53 期）

……愛須勝也 + 今泉亜希子 + 木村真実 + 箭内隆道 + 神山啓史 + 大出良知……25-68

■若手弁護士奮闘記（終了）

中国・四国・九州地方篇◎若手の台頭で活性化する刑事弁護

……西原秀治 + 伊藤巧示 + 岡村邦彦 + 小林正則 + 水田美由紀 + 吉田賢一 + 美奈川成章……1-102

近畿篇◎日常の一部としての刑事弁護

……井上計雄 + 宇陀 高 + 金 京冨 + 木村義人 + 宮尾耕二 + 幸長裕美 + 山口健一……2-150

中部・東海篇◎刑事弁護のレベルアップのために

……押野 毅 + 栗山 知 + 桑原 亮 + 鈴木含美 + 塚越正光 + 山川 均 + 稲垣  清……3-120

西関東・甲信越篇◎当番弁護士の苦悩と創意工夫

……小圷淳子 + 諏訪部史人 + 高島 章 + 濱口善紀 + 松江仁美 + 三浦守孝 + 竹之内 明……4-110

東関東篇◎被疑者弁護活動の重要性と問題点

……井上洋子 + 木島千華夫 + 宮家俊治 + 村木一郎 + 横田哲明 + 若狭昌稔 + 松下祐典……6-90

東北篇◎当番弁護士制度の意義と現実の間で

……小田切 達 + 笠間善裕 + 狩野節子 + 草場裕之 + 高橋 健 + 松下明夫 + 山村邦夫 + 増田隆男……7-106

北海道篇◎偏在地域対策にどう取り組むのか？ 

……相原わかば + 大賀浩一 + 高橋 司 + 辻本純成 + 和根崎直樹 + 佐藤太勝……8-92

九州弁護士会連合会篇◎刑事弁護のやりがいと悩みの間で

……古本栄一 + 東條雅人 + 西田隆二 + 松永和宏 + 山口茂樹 + 中島繁樹……9-100

中国地方弁護士会連合会篇◎個人の自覚と協力体制確立への期待

……足立修一 + 熱田雅夫 + 猪木健二 + 大田原俊輔 + 杉岡 茂 + 坂本宏一……10-98

四国弁護士会連合会篇◎苦境を乗り切るための精神力と工夫

……岡 義博 + 井内秀典 + 小泉武嗣 + 田所邦彦 + 堀内克則……11-112

近畿弁護士会連合会篇◎基本に対する誠実さと個性的な取組み

……堀 和幸 + 赤星正美 + 関 洋一 + 田口勝之 + 武田信裕 + 宮本和佳 + 村瀬謙一……13-90

中部弁護士会連合会篇◎誰がやるのか、誰を救うのか、どうやって実現するのか

……前田義博 + 伊藤公郎 + 西村秀樹 + 堀田千津子 + 山口民雄 + 渡邊一平……14-100

関東弁護士会連合会篇㈰◎刑事弁護がもたらすもの

……岡田 尚 + 井上 啓 + 小野正毅 + 木村哲司 + 近藤直子 + 杉田直樹……16-94

関東弁護士会連合会篇㈪◎若手のチャレンジ精神が司法を変える

……内山成樹 + 尾崎 康 + 児玉晃一 + 藤代浩則 + 村上 晃……18-74

関東弁護士会連合会篇㈫◎若手弁護士は何ができるか、何をすべきか

……深澤信夫 + 神田安積 + 近藤峰明 + 辻澤広子 + 長谷川露美子 + 星野 学 + 増田智之……20-102

東北弁護士会連合会篇◎遠さにも、雪にも、人手不足にも負けず

……照井克洋 + 安孫子英彦 + 阿部 潔 + 源新 明 + 渡邊真也 + 渡辺正和……23-80

北海道弁護士連合会篇◎そして、今日も列車に乗る……

……川上 有 + 磯田丈弘 + 植松 直 + 富川泰志 + 難波徹基……26-116
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イ ン タ ビ ュ ー

日弁連刑事弁護センター刑事被疑者国公選弁護制度の具体案を発表 弁護士会内外での議論を期待する◎

寺井一弘（刑事弁護センター委員長）に聞く……9-24

フランクフルトの刑事当直弁護◎クレーネルト = シュトルティンク弁護士に聞く（聞き手◎高田昭正）……12-10

日弁連刑事弁護センター「被疑者国選弁護制度試案」 現実可能な範囲から段階的に実施を目指す◎

寺井一弘（日弁連刑事弁護センター委員長）に聞く……12-18

死刑廃止議員連盟新会長◎亀井静香（衆議院議員）に聞く……29-17

■著者訪問（終了）

井戸田侃氏に聞く 『刑事訴訟法要説』◎深い実務経験から生まれた理論体系 

……インタビューアー◎岡 慎一 + 高田昭正……1-181
庭山英雄氏に聞く 『取調べ・自白・証言の心理学』『代用監獄制度と市民的自由』『被告最高裁』◎

民衆刑事司法論をベースに実践と理論が結びついた

……インタビューアー◎湯川二朗 + 丸島俊介 + 白取祐司……2-189

小田中聰樹氏に聞く『現代司法と刑事訴訟の改革課題』◎刑事司法改革の鍵をどう発見するか

……インタビューアー◎上田國廣 + 川崎英明……8-154

■思い出のあの事件・あの弁護（終了）

【メーデー事件】上田誠吉氏に聞く◎騒擾罪は成立しない 写真・フィルムで証明した事実

……聞き手◎川崎英明 + 岡崎 敬……1-76

【鳥取地裁・一般的接見指定違法決定】石川博光氏に聞く◎歴史的決定はこうして生まれた……聞き手◎白取祐司……

2-59

【川本刑事事件・公訴権濫用論を展開】後藤孝典氏に聞く◎犯罪に加担した政府は公訴提起できるか

……聞き手◎川崎英明 + 岡崎 敬……3-164

【蛸島事件・別件逮捕と自白排除】豊田誠氏に聞く◎手続で勝つ、実体で勝つ

……聞き手◎高田昭正 + 大出良知……5-142

【杉山事件・接見妨害から最高裁判決へ】杉山彬氏に聞く◎『指定書』要求に、論争が始まった

……聞き手◎高田昭正 + 森下 弘……10-93

【チャタレー事件】環直彌氏に聞く◎「猥褻」概念の徹底的な解明……聞き手◎三島 聡 + 神山啓史……11-24

連　載

■科学鑑定の動き（1、3、5 号は「法医学鑑定の動き」）

①イギリスにおける DNA 鑑定と刑事弁護……村井敏邦 + 田淵浩二……1-148

② DNA 多型の日本における研究状況 —— DNA 多型学会の活動を中心として……村井敏邦……3-152

③ DNA 実習体験記……羽倉佐知子……5-170

④「分析交通事故事件」セミナー見聞報告……関 康郎……6-132

⑤みどり荘事件の科学鑑定㈰◎ 毛髪鑑定……岩田 務……7-156

⑥みどり荘事件の科学鑑定㈪◎ DNA 鑑定……岩田 務……8-140

⑦法医鑑定の立場から㈰◎鑑定書について……押田茂實 + 大野曜吉……10-138

⑧法医鑑定の立場から㈪◎創傷鑑定の読み方……大野曜吉 + 押田茂實……11-106

⑨法医鑑定の立場から㈫◎ DNA 鑑定の読み方……押田茂實 + 大野曜吉……12-144
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■世界の刑事司法
実効ある被拘禁者人権基準をめざす 

—— メイキング・スタンダード・ワークとペナル・リフォーム・インターナショナル第２回世界大会に参加して（1994 年 11

月 24 日）……海渡雄一……1-75
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アメリカ陪審制度見聞記 —— 陪審員選定手続と広報・教育活動から学ぶ……工藤美香……40-139
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……烏丸真人……38-138
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【番外編】横浜地裁陪審法廷◎さようなら陪審法廷……小原英輔……14-8

カンボジア◎シェム・リアップ州裁判所 —— 司法制度をいかにして再構築するか……山田洋一……15-8

アメリカ合衆国◎ジェファーソン郡少年裁判所 —— 少年が少年を立ち直らせるティーンコート……山口直也……16-8

中華人民共和国◎上海市高級人民法院 —— 中国刑事裁判事情……鬼束忠則……17-8

ベトナム社会主義共和国◎ベトナム最高人民裁判所 —— ドイモイの進展のなかでの犯罪の増大 麻薬撲滅に取り組む

……鮎京正訓……18-8

オーストリア共和国◎ウィーン地方裁判所 —— 裁判長が審理全体をリード……森谷和馬……19-8

【番外編】死刑執行室（アメリカ合衆国）◎ルシンダ・デブリン「The Omega Suites（最後の部屋）」より……編集部

……20-8

アメリカ合衆国ウィスコンシン州◎連邦裁判所 —— アメリカの法廷に欠かせぬ速記制度……石渡照代……21-8

イギリス・ブリストル市◎マジストレーツ・コート —— 重要な機能は、被疑者・被告人の保釈審査……福島 至……22-8

フランス◎ポワチェ裁判所 —— 巨大な「待合室」が臨時の法廷に……白取祐司……23-8

ドイツ◎ゲッティンゲン地方裁判所 —— 思い出の裁判所……石塚伸一……24-8
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ウェールズ・カーディフ市◎クラウン・コート —— 日本では見られない光景……中川孝博 + 高佐智美……25-8

大韓民国◎ソウル法院庁舎 —— 法廷傍聴は立ち見も許される……編集部……26-8

アメリカ合衆国◎フロリダ州オレンジ郡少年裁判所 —— 少年の立ち直りをサポートする……山口直也……27-8

スイス◎ジュネーブの県裁判所 —— 地下にワインセラーのある裁判所……編集部……28-8

■事件の風土記
免田事件その１◎奇妙な物語……毛利甚八……29-4

免田事件その２◎河口の街で……毛利甚八……30-4

狭山事件その１◎個人の人生を引き裂く力……毛利甚八……31-4

狭山事件その２◎不正義に人生を曲げられた人……毛利甚八……32-4

チッソ川本事件その１◎裁判所の使命に言及した判決……毛利甚八……33-4

チッソ川本事件その２◎父の無残な死に対する弔い……毛利甚八……34-4

松川事件 その１◎権力の古典的風貌……毛利甚八……36-4

松川事件その２◎「自白」を偽装して組み立てられた物語……毛利甚八……37-4

松川事件その３◎廣津和郎が残した言葉の潤い……毛利甚八……38-4

福岡事件その１◎雪冤に身を投じた、ある宗教家の闘い……毛利甚八……39-4

福岡事件その２◎国家の保身のための生贄……毛利甚八……40-4

判 例 紹 介

■刑事判例レビュー
●（大阪高判平 6・2・9）第一審裁判所は、公務執行中に暴行を受けたという警察官の証言を信用し、有罪を

言い渡した。控訴審で弁護側は、第一審途中に開示させた現場写真など物的証拠をあらためて精緻に検討

したうえ、警察官の供述の信用性を崩して、逆転無罪を獲得したという事例……高田昭正……1-190

●（和歌山地判平 6・2・18）被告人は、起訴後に保釈が許可され、釈放されるまで虚偽の自白を維持しつづけ

た。父親の説得を受けてはじめて、被告人は弁護人に対して無実を訴える。公判では目撃証人等の信用性

を弾劾し、自白の信用性にも多くの疑問があることを明らかにして無罪に至ったという事例……高田昭正

……2-198

●（東京地判平 6・3・7）不起訴が見込まれたにもかかわらず、（不詳者との）共謀共同正犯として起訴された

外国人被告人の大麻輸入につき、証拠に基づく認定の姿勢が貫かれて無罪とされた事例……川崎英明……

2-203

●（福岡地判平 6・3・3）否認による身柄拘束の長期化を避けるため、争わず執行猶予をめざし、予想通り執

行猶予になったので控訴しなかった。しかし、実刑になった共犯者が、控訴審で争い無罪になったので、

再審を請求し無罪になったという人質司法を象徴する事例……大出良知……3-194

●（東京地判平 6・3・15）犯行現場付近で犯人を目撃したとされる３名の証人が、相互に独立して被告人と犯

人との同一性を肯定しているにもかかわらず、それぞれの犯人識別供述に詳細な検討を加えてその信用性

を否定（あるいは証明力を減殺）し、無罪を言い渡した事例……内山安夫……4-194

●（福島簡判平 6・5・11）右翼団体員が行なった機関紙購読依頼行為につき、暴力行為等処罰法違反で略式手

続により有罪とされたが、後に正式裁判において供述・自白の信用性に疑いがあるとして無罪とされた事

例……大山 弘……4-208

●（熊本地判平 6・3・15）地方税法に規定された軽油引取税の不納入罪について、買主を同罪の実行共同正犯

として処罰することはできないとして無罪を言い渡した事例……大出良知……5-194

●（広島高判平 6・4・28）無免許運転のうえ転回禁止違反行為をしたとして被告人を現行犯逮捕した警察官２

名の目撃証言等に依拠し、懲役３月罰金５万円の実刑を言い渡した第一審判決に対して、同目撃証言等の
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信用性を否定して、破棄自判無罪を言い渡した事例……梅田 豊……6-158

●（鳥取地判平 6・4・27）被告人の自白調書等が、別件による勾留中の被告人に対する偽計、脅迫、約束によ

る不当・違法な取調べの影響下に作成されたものであり、任意性に重大な疑いがあるとして、検察官の証

拠調べ請求を却下した上、それ以外の証拠によっては合理的な疑いを容れない程度の立証が尽くされてい

ないとして、一部無罪を言い渡した事例……梅田 豊……7-168

●（東京高判平 6・9・19）傷害事件において、被害者証言の信用性を認め、罰金 10 万円の有罪を言い渡した

第一審判決に対して、控訴審では、被告人供述の信用性を認め、原審を破棄し無罪を言い渡した事例……

高内寿夫……8-166

●（大阪高判平 8・10・30）未決被収容者を外部の病院に護送した拘置所職員が、手錠・腰縄つきであること

が外来患者らに一見明白な状態で病院の廊下等を連れ歩いた行為につき、人格権侵害にあたるとして、損

害賠償を認めた事例……三島 聡……9-179

●（仙台地判平 7・12・12）監禁致傷事件において、被害者の証言には疑問を抱かせる点も少なくなく、その

信用性が充分高いとはいえないとして無罪を言い渡した事例……新屋達之……10-162

●（金沢家決平 6・12・6）①建造物侵入・窃盗保護事件において、共犯者の供述には信用性が乏しく、それ以

外の諸事情も考慮すると、少年が窃盗行為を行ったことを認めるに足りる証拠がないとして、不処分決定

がなされた事例、②建造物への立入りにつき、その動機、目的、態様、事態の緊急性からして故なく建造

物に侵入したものとは認め難く、住居侵入罪は成立しないとされた事例……新屋達之……11-165

●（東京高判平 8・12・2）連続する３件の恐喝・強盗事件において、各被害者による犯人識別供述の信用性が

争われ、３件のうち１件について、被害者の犯人識別供述の信用性が否定され無罪が言い渡された事例

……岡田悦典……13-175

●（静岡地判平 9・3・24）事実誤認を理由とする破棄差戻審で、いわゆる玉掛け作業に関する鑑定を採用の結果、

公訴事実記載の過失と結果との間には因果関係がなく、犯罪事実の証明がないとして無罪が言渡された事

例……山口直也……14-157

●（岡山地判平 7・12・6）①当番弁護士としての接見に始まる起訴前弁護活動が有効に機能した事例、②公判

において殺人の訴因に関して求釈明がなされたにもかかわらず、検察官がこれを維持した結果、無罪とさ

れた事例……宇藤 崇……15-120

●（仙台高秋田支判平 9・12・2）精神発達遅滞と判定された被告人の非現住建造物放火等事件で、警察におけ

る自白の任意性が全面的に否定され、さらに起訴された２つの公訴事実の１つについて、検察における自

白の信用性が否定されて、一部無罪とされた事例……岡田悦典……16-126

●（秋田地判平 9・12・11）①土地改良法違反被告事件（贈賄）につき、贈賄側共犯者の供述は不自然な点があっ

て信用できない一方、被告人の公判供述は客観的状況と合致して信用でき、被告人と贈賄側共犯者の間に

贈賄に関する共謀があったとは認められないとされた事例、②現金授受の事実は認められるが土地改良区

理事長の職務に関する贈賄ではないと認定された事例……新屋達之……17-154

●（東京地判平 10・1・12）不法滞在および覚せい剤所持の罪が問われた事例において、所持に関する故意の

ないことが争われ、被告人が車中に何か隠していたかのような状況を供述する等の検察官面前調書の信用

性が疑問とされて、覚せい剤所持につき無罪が言い渡された事例……岡田悦典……18-128

●（東京簡判平 9・5・13）窃盗事件において、共謀の事実に関する共犯者の供述、被害者とされる者の目撃証

言が信用できないとして、無罪が言い渡された事例……新屋達之……19-175

●（広島地判平 10・2・3）モーターボート競争法違反事件において、わいろ収受の共謀に関する唯一の証拠で

ある元共同被告人の捜査段階の自白の信用性に疑問が残るとして、無罪が言い渡された事例……梅田 豊

……20-213

●（釧路地判平 11・2・12）被告人は不作為による傷害致死幇助罪に問われたが、被告人の行為は作為による

傷害致死幇助罪とは同視できないなどとして無罪を言い渡した事例……大出良知……23-172

●（東京地判平 11・3・23）公務執行妨害・傷害被告事件において、被害者である警察官の供述の信用性を否

定して無罪等を言い渡した事例……中島 宏……25-130
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●（東京地判平 12・2・9）殺人・死体遺棄被告事件において、自白には信用性が乏しく、補強証拠も存在しな

いことを理由に、殺人につき無罪を言い渡した事例……中島 宏……27-116

●（佐久間簡判平 12・11・17）廃棄物処理法違反被告事件につき略式命令で罰金刑が言い渡されたのち、正式

裁判で自白の信用性が否定され、無罪とされた事例……中島 宏……28-158

●（東京地判平 11・6・28）二重抵当の設定が背任に問われた事件において、後順位となる債権者による承諾

の存在を間接事実から推認して無罪とした事例……中島 宏……29-144

●（浦和地判平 13・4・27）Ａ事実による勾留期間中にＢ事実についても同時に捜査が行われたにもかかわらず、

あらためてＢ事実につき勾留することが否定された事例（準抗告）……中島 宏……30-163

●（東京簡判平 13・3・15）被告人が被害者を押して転倒させて傷害を負わせたとされた事件で、暴行の証明

が十分ではないとして無罪を言い渡した事例……中島 宏……31-177

●（仙台高秋田支判平 10・9・29）窃盗事件について、防犯ビデオテープの証明力を詳細に検討した結果、無罪

を言い渡した事例……中島 宏……32-138

●（東京高判平 14・6・4）攻撃の意思と防衛の意思が併存している場合であるとして、正当防衛の成立を認め

た事例……中島 宏……32-146

●（広島地判平 14・6・20）不法に入国したとして起訴されたアフガニスタン人について、難民であることを

認定して刑を免除した事例……中島 宏……32-150

●（横浜家決平 14・4・24）単純な交通事故であるのに、バイクを利用した強盗致傷事件として送致された少

年について、捜査の杜撰さを指摘しつつ、非行事実なし・不処分とした事例……中島 宏……32-154

●（さいたま地判平 13・11・2）建造物侵入と窃盗未遂（牽連犯）の公訴事実のうち、窃盗未遂については犯罪

の証明がないとされた事例……中島 宏……33-152

●（京都地判平 12・2・7）発見された大麻が、発見場所となった自動車の運転者であった被告人の所有物であ

ることにつき、合理的な疑いがあるとして無罪（一部）を言い渡した事例……中島 宏……33-158

●（大阪高判平 14・10・8）工場現場から排出した汚泥の量を証明する書面に事実と異なる記載をした請負業

者が、発注者（大阪府）に対する詐欺罪に問われた事例……中島 宏……33-164

●（奈良家決平 12・9・27）捜査段階の自白調書、被害者を含む関係者の供述の信用性を否定して、非行事実（窃

盗）の存在を否定した事例……中島 宏……33-167

●（東京簡判平 13・5・21）痴漢（迷惑防止条例違反）事件について、被害者供述の信用性を否定して無罪を言い

渡した事例……中島 宏……34-158

●（最 2 小決平 14・6・5）痴漢事件において、長期にわたる未決勾留を本刑に通算しないことを量刑判断の誤

りであるとしつつも、著しく正義に反するとは認められないとして原判決を維持した事例……中島 宏……

34-162

●（東京家判平 14・12・11）触法少年につき、自白の信用性を否定して、非行事実なし・不処分とした事例

……中島 宏……34-164

●（東京高判平 14・7・15）覚せい剤の自己使用事件において、覚せい剤の摂取が「意に反した強制的なもの

であるとの弁解を容れて、原審判決（有罪）を破棄した事例……中島 宏……35-172

●（最判平 15・1・24）自動車同士の衝突事故について、相手の車の酒気帯び・制限速度超過を認定し、被告

人が徐行義務を果たしていても衝突の回避は不可能だったとして、無罪を言い渡した事例……中島 宏……

35-178

●（京都家決平 13・10・31）18 歳の少年による殺人保護事件について、少年法 20 条２項但書に該当するとして、

保護処分に付した事例……中島 宏……35-181

●（千葉地決平 14・12・5）犯罪の嫌疑を欠いて逮捕がなされたことを理由に、これに引き続いてなされた勾

留も違法性を帯びるとして、勾留の裁判が取り消された事例……中島 宏……36-218

●（大阪高判平 15・3・26）傷害被告事件で、被害者の供述の信用性を否定し、一審の有罪判決を破棄して無

罪を言い渡した事例……中島 宏……36-220

●（大阪高判平 15・5・28）強盗致傷事件について、控訴審段階でなされた「強盗の犯意に基づいて暴行を行っ
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たものではない」との被告人の主張を容れて原判決を破棄し、あらためて傷害罪と窃盗罪の成立を認めた

事例……中島 宏……36-226

●（札幌高判平 15・9・2）殺人および殺人未遂につき死刑が言い渡された原判決を破棄し、無期懲役を言い渡

した事例……中島 宏……37-170

●（山形地判平 14・6・19、山形家決平 14・7・16）地裁に起訴された被告人につき、未成年である可能性がある

として公訴を棄却した事例……中島 宏……37-175

●（東京地判平 14・3・27）強姦事件について、被害者供述の信用性を否定し、合意による性交であったと認

定して無罪を言い渡した事例……中島 宏……38-150

●（岐阜家決平 15・7・30）公務執行妨害保護事件で、警察官供述の信用性を否定して、非行事実なし・不処

分の決定をした事例……中島 宏……38-160

●（長野地判平 16・1・8）統合失調症の被告人につき、心神耗弱にとどまるとした簡易鑑定を否定し、心神喪

失を認定して無罪を言い渡した事案……中島 宏……39-174

●（東京家決平 13・7・5）強制わいせつ未遂事件について、被害者の犯人識別証言の信用性を認めつつも、ア

リバイ証人の存在を理由に、非行事実なし・不処分とした事例……中島 宏……39-180

■刑事弁護判例アップ・ツー・デイト
6-156、12-172、17-148、23-160、33-143、37-164

資 料

■刑事法文献データ
1-199、2-207、3-207、4-215、5-207、6-167、7-183、8-175、9-191、10-175、11-175、12-177、13-191、


